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きゃいます

あけまして

おめでとう

市
長
に
渡
辺
藤
正
氏
が
当
選

政
務
付
跡
両
氏
が
当
選

市
議
は

時
昨
年
十
二
月
二
十
七
日
に
行

な
わ
れ
た
市
長
と
市
議
会
議
員

総
欠
選
挙
の
結
果
‘
市
長
に
は

渡
辺
務
蕊
民
げ
か
当
選
さ
れ
ま
し

た
の
で
.
こ
れ
か
ら
開
昨
年
践
の

市
設
を
託
す
こ
と
に
な
ワ
ま
し

た。
ま
た
.
雨
時
に
行
な
わ
れ
た

市長iこさきiきした滋JllH長:tEJr;

中
的
機
会
総
断
内
総
・
火
哨
期
制
ゅ
で
は
ふ
〈

郡
川
氷
山
庁
次
郎
除
、
本
品
凶
力
一
一
氏

が
お
噛
前
さ
れ
ま
し
た
。

選
挙
当
日
は
、
天
候
に
湖
南
ま

れ
、
投
輔
柄
本
は
、
六
六
・
ゴ
三

パ
i
セ
y
ト
で
前
回
(
昭
和
四

十
二
年
一
月
十
四
日
)
の
投
票

率
五
九
・
四
一
パ

i
セ

y
ト
よ

ち
も
六
・
九
一
パ

1
セ

γ
ト

滋
で
し
た
。

務
長
、
市
議
会
議
員
補
欠
巡

挙
時
一
得
議
欽
は
、
次
の
と
お
り

で
ず
。

湖
北
駅
完
成
〈
檎
上
駅
)

他
の
駅
舎
工
事
も
桜
欝
に
進
む

後
お
叫
に
k
r
~
氏
側
附
和
初
州
間
十
双

和
十
も
す
ぎ
器
製
に
ゆ
同
ち
た
紛

ら
し
い
絡
を
滋
え
ま

L
た
ω

時杭持知子中部内
u
‘
双
山
内
外
の
選

大
な
部
品
齢
制
糊
却
に
た
づ
て
、
中
巾
時
以

は
い
ま
、
市
川
人
じ
と
つ
て
の
筏

ん
k
う
の
ゆ
た
か
さ

k
H
M
m円

か‘
8

と
い
う
大
き
な
テ
ー
マ
に

再
抑
制
し
て
お
り
ま
す
。

ど
承
知
の
よ
う
に
、
我
孫
子

に
と
っ
て
は
昨
年
七
月
…
日
の

中
増
設
総
行
時
比
一
記
念
す
べ
き
出
発

点
で
あ
れ
ツ
ま
L
て
、
現
在
ま
で

歩
ん
で
き
た
日
比
跨
を
み
な
が

知
抗
議
者
別

得

票

数

渡辺総:tE(11義務総)11. 117 
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見
き
わ
め
中
市
民
一
位
廷
の
た
め

へ
の
た
ψ
ま
ぬ
務
カ
が
必
要
と

思
い
ま
す
。

当
泌
し
て
い
る
問
問
題
で
は
、

人
口
増
に
お
い
っ
か
な
い
公
然

的
絞
‘
挙
制
民
れ
を
き
れ
い
に
す

る
公
共
波
紋
下
水
滋
令
日
が
孫
、

淡
路
然
淡
、
唱
縄
糊
鰐
滋
惨
殺
の
一
六
沼

哨
却
問
機
な
ど
酬
静
柏
依
す
べ
き
こ
と

が
的
終
さ
れ
て
い
ま
す
む

む
れ
ら
札
ん
閣
の
ひ
ず
み
の
ゑ

誠
心
取
り
く
み
さ
ら
に
柏
崎
時
域

外
札
会
の
織
品
川
、
品
紙
一
湾
v

骨入ル加湿

の
光
裂
と
い
っ
た
絞
部
制
約
な
ガ

向
へ
引
皆
川
影
絵
ぐ
こ
主
が
こ
れ
か

ら
の
行
政
だ
と
用
品
い
ま
す
。

今
回
は
、
こ
れ
ら
白
夜
さ
れ

て
い
h
諸
問
題
の
中
で
、
出
向
汚

北側と南側を総ぷE支出漁絡が章者F持されている主主孫子絞

ツ
チ
公
務
が
滋
め
ら
れ
て
お
号

ま
す
附
附
叫
献
の
淡
路
機
仙
紙
γ
内
務
あ

る
い
は
、
蹴
制
鳥
時
改
良
工
務
、
飲

食
叫
刺
殺
ヱ
療
な
ど
}
噛
識
の
幾
悦
機

関
附
組
に
つ
い
て
ふ
れ
て
み
ま

す。
す
で
に
湖
北
釈
門
機
上
駅
V

に
つ
い
て
は
、
昨
年
十
二
月
二

十
三
日
に
竣
工
し
‘
翌
二
十
開
問

院
の
始
発
列
車
か
ら
使
用
が
期
開

始
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
様
上
駅
の
使
用
に
伴
い

今
ま
で
使
用
し
て
お
り
ま
し
た

訳
舎
は
閉
鎖
宰
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
北
側
の
駅
前
広
場
は

駅
周
辺
住
氏
の
み
な
宰
ん
の
使

究
家
関
る
た
め
駅
長
複
合
の
移

転
主
制
奴
品
川
な
れ
り
と
わ
し
総

研
取
す
る
と
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
aな
お
、
叫
別
級
品
討
の
市
岡
陶
浦
湖
判
聞

は
悶
税
制
弘
二
十
閥
的
関
門
織
部
刊
で
き

ま
す
。

時
的
殺
到
関
市
w

山林、時世
f糸川，
T
鋭
機

曲作
mw
ヱ
家
、
部
料
開
肌
部
制
緩
。
エ
療
が

行
な
わ
れ
て
お
哲
、
悦
柑
胤
判
的
施

'
た
あ
る
い
は
こ
線
人
滋
緩
の
取

号
こ
わ
し
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

の
で
ど
判
例
郊
の
持
品
開
に
多
少
ど

一
小
結
成
を
お
か
け
し
た
か
と
思
い

ま
す
が
、
申
完
全
な
る
代
替
施
設

が
完
成
す
る
ま
で
い
ま
し
ば
ら

く
ご
し
ん
ぼ
う
お
額
い
い
た
し

ま
す
。こ
れ
は
.
絞
殺
ヱ
事
主
平
行

し
て
閥
抗
機
関
H

ヱ
世
帯
会
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
た
め
℃
す
。

ま
た
、
期
間
繁
を
附
悶
拘
月
時
脳
部
に

琳
臨
め
ら
れ
て
お
号
ま
す
新
閥
抗
に

つ
い
て
も
、
本
体
ア
ム
繁
い
い
入
っ

て
お
ち
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
然

綴
絞
め
後
宅
総
が
然
惜
附
さ
れ
ま

す
と
州
朝
夕
め
晴
雄
悦
制
1

哨
鴻
怒
臨
時
の

榊
貼
術
中
神
仏
側
側
滋
絞
殺
さ
れ
る
も
の

と
撚
絡
さ
れ
ま
す

市
街
化
調
整
区
域
内
の
既
存
権
利
者

届
出
期
限
は
一
一
月
三
十
日

1l月23日の竣工式でテ円プtこハサ主役人れる術、関委主、罫本安在住公E塁
の各f~奇襲

昭
和
四
十
五
年
七
月
一
一
一
十
一

お
付
け
で
索
街
化
区
域
、
市
街

化
努
幾
夜
楠
棋
の
区
分
が
笈
め
ら

れ
、
部
制
細
部
市
計
商
法
に
葱
づ
く

欄
開
品
均
株
川
可
制
俊
が
島
知
凶
此
し
た
と

主
は
ど
ゑ
郊
の
こ
と
L
r
泳
じ
ま

す
。
と
れ
に
よ
っ
て
稲
俗
化
糊
閥

幹
宮
町
民
滅
的
で
の
総
柑
慨
は
終
に
仲
間

稼
い
い
出
品
仏
り
ら
れ
た
も
の
安
除
い

て
、
附
賄
側
期
的
問
い
い
強
制
ゑ
容
れ
る
こ

主
主
な
号
ま
し
た
が
‘
作
締
官
加
的
仰

な
枇
鵠
臨
模
主
し
亡
、
そ
れ
M
M
愉闘に

也
市
制
的
総
務
勧
盤
町
抗
措
柄
拘
の
ム
ヱ
叫
期
的

寸
i

M

一

4

h

H

Y

 

一

入

十

で

量

俳

一

問

符

一

市

抑

一
4.晶
む

一
t
E

本

一

コ

ー

一
e

、
一
a'
一タ

所
脊
出
陣
が
俊
治
緩
を
お
し
て
い

た
方
が
、
緑
地
法
務
総
条
・
五

条
に
よ
る
い
私
用
許
可
愛
を
交
付

き
れ
た
方
も
会
hu
隠
滅
的
W

脱却仏り

ら
れ
た
k
き
か
ら
双
怒
以
内
に

ど
向
阿
分
の
騒
然
ま
た
は
禁
物
偶
然

の
残
物
政
総
響
。
れ
る
方
泳
、

中
ハ
カ
月
以
内
ハ
昭
和
問
間
十
六
年

…
月
三
十
日
ま
で
〉
に
品
開
壌
に

そ
の
総
攻
隊
出
闘
で
ハ
「
球
出
官
ザ
出
り

悔
刑
判
判
殺
の
附
脱
出
闘
い
と
い
い
ま

す
。
〉
お
れ
ば
許
一
時
さ
れ
る
途

が
附
聞
か
れ
て
お
り
ま
す
e

そ
ζ

で
、
ど
自
身
が
抽
一
目
送
す

る
場
合
は

L
ち
ろ
ん
で
す
が
、

七
月
三
十
一
日
以
前
に
土
地
を

売
却
し
た
か
た
な
ど
も
売
却
先

の
か
た
な
ど
に
ど
連
絡
い
た
だ

き
、
届
出
も
れ
の
な
い
よ
う
十

分
に
枠
同
意
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
附
関
山
則
合
必
要
と

す
る
方
と
し
て
は
、
隠
滅
の
緩

め
ら
れ
た
と
脅
か
ら
米
年
以
内

に
現
骨
悼
の
時
間
物
な
燦
終
え
る
か

た
、
ま
た
は
滅
吸
の
織
物
を
貼
附

録
し
て
削
剥
の
附
川
総
の
総
蜘
判
常
総

特
飛
し
ょ
う
と
す
る
か
た
な
ど
も

含
ま
れ
ま
す
。

録
制
棋
に
つ
い
て
は
、
県
庁
宅

議
議
『
揖
穂
町
一
冊
パ
〉
問
問
七
二
1
ニ
コ
一

I
三
二
間
開
閉
口
1
六
番
〉

ま
た
は
、
市
役
所
朝
時
中
期
計
討
関

誌
ま
で
お
間
同
い
会
わ
せ
く
だ
さ

、。L
 
Mm

既
存
の
ゆ
批
判
判
殺
の
円
腕
時
山
者

は
、
市
役
民
総
古
市
計
ぷ
問
擦
に

開
川
な
し
て
あ
h

リ
ま
す
4
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如
別
総
附
は

で
も
滋
職
制
授
が
も
て
る

月
十
九
段
約
機
工
会
で

em小
金
銭
A

で
L
内附附先に
M
陥
際

金
M
V

支
払
闘
で
き
る
中
小
品
就
業
港

敵
概
念
品
《
法
制
阿
波
が
あ
つ
ま
ず
。

こ
の
制
問
凌
は
、
問
闘
の
援
助
主

尖
決
方
式
に
よ
っ
て
法
律
で
定

仏
り
ら
れ
た
も
の
で
す
む

求
人
と
従
業
員
の
定
楚
に

よ
い
従
業
員
的
確
保
こ
そ
企

梁
繁
栄
の
慈
炎
、
退
職
金
制
刷
出
肢

の
発
館
離
は
そ
れ
を
保
闘
押
し
ま

す。
ム
ザ
宰
な
投
資
で
滋
代
化

月
づ
き
'
わ
ず
か
な
蝋
岡
山
り
金
で

お
制
刊
な
滋
蝋
概
念
令
・
附
闘
の
に
の

制
制
緩
マ
や
小
金
緩
い
い
も
切
る
い

決
米
が
拙
部
脇
陣
さ
れ
ま
す
。

出
向
け
金
険
会
額
免
後

企
梁
の
負
担
M
M
密出掛
H
4

一
分
の

一
で
す
の
で
、
多
数
の
念
世
取
が

と
の
制
度
に
加
入
く
だ
さ
る
よ

う
に
お
す
す
め
し
ま
す
。

な
お
、
次
の
日
判
明
で

-
5相
相

談
室
を
間
開
催
し
ま
す
ね
で
ご
制
利

用
く
だ
さ
い
。

日
時
一
月
十
九
何
日
午
前
十
位
吋

か
ら
午
後
附
問
符
ま
で

場
所
州
側
市
叩
au

閥
次
九
日

ま
た
、
こ
の
伽
附
附
胤
に
泌
す
る

州
問
い
合
わ
殺
は
、
市
役
所
線
開
件
特

織
広
然
、
油
判
係
部
s
術
前
間
工
会
で

お
掛
人
山
り
い
た
し
ま
す
'
。



農
業
者
年
金
制
度
発
足

}
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一
段
ゑ
者
年
金
制
制
度
は
、
ず
で

…
に
昨
年
十
月
三
村
役
ん
で
、
そ
の

一
基
金
が
淡
削
除
さ
れ
、
今
年
か
ら

札
口
そ
め
明
治
務
が
臨
開
品
開
お
れ
る
こ

k

指
摘
に
な
ち
ま
し
た
。

告
と
の
制
内
良
の
主
げ
は
、
以
糸

川
畿
の
経
品
目
向
神
村
一
級
お
よ
び
考
令
指
樹

ー
に
つ
い
て
‘
年
金
な
ど
の
給
付

縛

な

ho
こ
な
い
、
附
阿
川
同
年
余
と
あ

加
納
わ
せ
て
、
組
判
決
衰
の
老
後
の
ゑ

到
活
用
以
前
廷
に
役
だ
て
・
な
が
ら
、

…
終
業
経
世
山
の
近
代
化
と
、
設
紘

一
保
夜
の
令
制
山
花
を
は
か
ろ
う
と

一
ナ
る
も
の
で
す
。

一
ま
た
こ
の
談
金
は
、
車
融
緩
高
鳴

一

匁
A
紙
本
婚
訴
の
捻
か
に
常
総
終
結

…
付
金
の
交
付
、
島
問
柏
崎
な
ど
の
脚
内

入
れ
、
お
拙
叫
し
、

bo
よ
び
こ
れ

?』

に
必
酬
明
な
資
金
の
交
付
な
ど
思

ぴ
官
事
業
を
お
こ
な
う
と
と
に
な
勺

て
い
ま
す
。

あ

そ

し

て

議

金

宍

中

央

資

米
〉
に
官
常
務
所
を
も
ち
、
求
総

組
轄
の
受
付
や
援
金
繰
紋
・
年
金
の

交
付
な
ど
は
‘
風
料
鶏
協
同
内
総
会

夜
に
、
約
入
資
終
安
時
制
帥
h
T
、
俊

一
紛
の
災
入
れ
、
滋
織
惜
し
な
ど

一
は
、
後
幾
後
日
H
会
に
、
そ
れ
ぞ

一
れ
惜
憲
弘
前
託
さ
れ
る
こ
主
に
な

一
っ
て
い
ま
す
。

一
燦
然
変
年
金
と
は

一

ωど
う
い
う
人
が
、
加
入
す

一
る
か
。

一
授
業
者
年
金
に
は
、
当
然
加

…
入
と
、
後
添
加
入
と
が
あ
り
ま

-
す
が
、
い
ず
れ
の
機
会
も
、
「

間
後
抽
地
等
に
つ
零
時
制
作
、
ま
た
は

鷹
養
磁
の
事
梁
を
お
む
な
う
附
開
民

側
年
金
の
加
入
品
制
い
で
あ
る
と
い

溺
う
こ
と
が
、
こ
の
農
業
者
柊
A
E

4
1
'添
人
の
前
後
条
件
K
な
っ
て
い

甜
閉
ま
す
。

一
①
取
材
持
制
加
入

i
tそ
の
容
器
用

一
に
供
す
る
農
地
等
の
尚
抑
制
が
、

一
叉
十
7
i
ι
庁
内
五
反
〉
以
上
均

一
段
山
離
の
綴
銭
安

掛
金
月
七
百
五
十
円
で
年
金
月
一
万
六
千
円
給
付

命
保
添
加
入
・
-

4

‘
お
お
そ
の
事
業

い
い
供
す
る
録
制
叫
ん
や
の
泌
積
が
、

一
一
一
十
ア
ー
ル
ベ
一
一
ゴ
比
〉
以
上
五

十
ア
39

ん
ι常
務
丹
治
、
家
の
ぬ
銭

安
で
.
そ
の
務
設
内
容
が
‘
お

然
的
訓
入
と
問
問
判
官
昨
は
の
も
の
い

ま
た
当
然
加
入
な
認
め
て
れ
て

い
る
品
討
の
後
協
μ
れ
で
、
ひ
き
つ

づ
き
ヌ
竿
以
上
段
梁
い
い
従
事
し

て
き
た
行
も
‘
加
入
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

A
W
被
保
険
併
は
旬
一
防
・
一
帯
縫
ハ

務
名
曲
桝
で
も
一
吋
)
、
ま
た
は
後

附
抑
制
棋
議
総
'
農
家
命
制
引
に
お
叡

き
れ
て
い
る
小
作
地
も
含
む
}

に
も
と
ず
い
て
、
血
枕
惜
敢
な
お
こ

な
う
れ
と
な
っ
て
い
ま
す
か

ら
、
こ
れ
ら
の
名
袋
入
門
徐
州
村

人
〉
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ

け
で
あ
り
ま
す
。

な

h
f
y
Mで
銀
行
お
k
い
う

坊
は
、
災
山
内
会
緩
い
い
設
業
経
持
品

士
ナ
と
し
て
、
絞
れ
齢
さ
れ
て
い
る

場
介
の
こ
と
で
あ
ワ
ま
一
す
の

で
、
念
の
た
め
仁
の
ベ
て
お
き

命
事
4
9
A
W

£
た
こ
の
日
小
魚
川
仏
、
耐
削
和
制
限

十
六
年
一
月
一
昨
日
現
在
で
、
融
制

日
一
上
字
以
上
五
十
浪
才
朱
演
の

務
し
か
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

M
W
ど
ん
な
年
金
が
も
ら
え
る

か。
長
築
地
噛
和
十
分
ど
は
、
つ
留
の

同開門
J

の
鵠
割
削
胡
の
μ

絞
殺
が
為
ち
ま

す。A
W
線
総
務
輔
副
年
魚

抗
野
設
業
者
送
ム
Y
4
4蹴

@
死
亡
二
時
ゑ

h
w
附
蹴
滋
一
時
金

と
れ
ら
の
年
ム
淑
給
付
H
M
、
加
時

年
一
一
一
月
、
五
月
、
八
月
、
十
一

月
内
側
鍛
に
わ
け
で
支
給
さ
れ

ま
す
。
M
W
作
品
却
は
い
つ
か
ら
も
ら
え

る
か
。@何
概
時
間
的
研
務
年
金
の
方
同
弘
、

二
十
年
同
捕
の
畑
開
山
抑
制
桝
附
附
門
組
問
金

-
官
級
め
た
問
問
問
桝
V

の
あ
る
人

で
‘
地
時
構
法
試
情
M
内
を
後
継
者
い
い
綴

っ
た

p
、
ゆ
バ
一
三
唱
に
淡
地
と
し

て
移
矧
闘
し
た
守
し
た
場
合
に

は
、
六
十
字
か
ら
年
金
が
も
ら

え
ま
す
。

つ
ぎ
に
品
料
品
紫
綬
ゑ
令
年
A
W一の

方
は
、
六
十
五
才
に
な
る
と
交

分
が
は
じ
ま
れ
ソ
ま
ナ
。
そ
の
対

象
は
、
こ
れ
ま
で
緩
営
努
緩
和
小

金
を
う
け
て
き
た
議
、
お
よ
び

そ
れ
以
外
で
鈴
山
制
緩
僚
が
ニ
十

年
以
上
の
も
の
で
す
。
つ
ま
争

終
判
れ
移
談
の
お
終
に
か
か
わ
ら

ず
も
ら
え
る
年
余
と
い
う
こ
と

で
す
。間脱
退
一
隣
人
蹴
ι
、
死
亡
一
線

金
は
.
拠
出
制
掛
間
同
一
…
…
年
以
上
の

縫
い
か
制
服
返
し
た
守
、
死
亡
し
た

ち
し
た
機
会
仁
、
そ
り
お
嘗
め

た
制
州
削
附
に
応
じ
て
、
受
給
さ
れ

る
二
時
金
ハ
一
一
一
年
で
一
ニ
万
円
‘

十
年
で
十
一
一
万
五
千
円
〉
の
こ

主
で
お
守
ま
す
?

@
炭
借
用
品
制
作
金
制
皮
の
協
明
ん
れ

に
は
、
相
時
限
鎖
倒
一
…
十
惨
と
い

う
の
が
も
年
余
受
給
の
且
車
続
出
H

拍
罰
則
開
制
‘
つ
ま
ザ
拘
間
期
と
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
制
度
発
見

の
的
に
、
や
・
官
同
年
令
緩
め
肌
明

A
H

二
十
血
?
と
い
う
撚
出
制
開
制
問

は
無
遂
で
す
の
で
、
つ
ぎ
の
よ

う
な
級
滋
的
制
的
判
例
が
も
う
け
ら

れ
ま
す
。

一
一
一
十
六
万
制
門
以
上
の
者
〈
附
間

十
六
品
十
一
月
一
円
担
割
桶
骨
化
w

に
つ

い
て
は
そ
の
艇
今
に
応
じ
て
宅

五
年
か
ら
十
九
年
を
も
っ
て
機

鈎
と
す
る
と
い
5
ζ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
ω
そ
り
た
め
五
十
試

才
師
削
で
総
入
し
た
人
同
仙
、
玄
十

九
才
ま
で
甲
車
カ
年
間
桝
の
援
金
だ

け
で
、
六
十
オ
か
ら
年
金
が
う

け
ら
れ
る
と
い
う
人
も
で
て
く

る
わ
け
で
あ
り
ま
す
a

州
制
年
ふ
棋
は
い
く
ら
も
ら
え
る

、。
ふ

μ

や
は
号
一
待
関
心
事
は
こ
の

支
払
新
制
闘
だ
と
お
も
い
ま
す
。

で
は
ご
十
年
同
閥
抗
閉
会
を
絞
め
た

め
ん
川
、
い
く
ら
時
年
金
が
も
ら

え
る
か
と
い
い
ま
す
主
頃

。
六
十
才
で
脱
脱
税
引
移
譲
し

た
人
は
、
月
柑
鱗
一
万
六
千
れ
の

作T
A
M
が
も
ら
え
ま
す
。

@
六
十
以
才
に
な
る
と
.

祭
器
常
務
次
令
部
・
金
げ
か
、
附
閥
胤
杭
年

会
主
加
算
さ
れ
て
支
給
さ
れ
ま

す
。
そ
し
て
絞
符
移
淡
し
た
者

は
‘
湾
総
一
万
八
千
人
税
問
円
柑
肥

料
れ
移
談
し
な
か
っ
た
者
は
、
一

万
じ
千
久
行
山
口
が
支
州
知
語
れ
ま

す。
@
ζ
れ
ら
の
ほ
か
い
い
，
ま

え
に
の
ベ
た
中
，
消
例
年
令
44に

た
い
す
る
毅
品
川
校
給
制
掛
同
州
を
続

的
制
す
る
鉱
引
制
約
特
例
に
よ
っ
て

そ
れ
ぞ
れ
の
拠
出
制
糊
州
問
に
応
じ

た
年
金
制
慌
が
支
払
制
さ
れ
ま
す
設

五
年
関
仮
出
前
者
申
場
介
の
約
で

す
と
、
経
件
目
務
哨
制
作
中
金
は
材
月

額
八
千
M
H
と
い
う
よ
う
に
、
か

な
り
お
M

判
な
縦
と
な
っ
て
い
ま

す。
制
抑
制
間
余
は
い
く
ら
か
。

製
品
広
ワ
ま
号
被
保
険
者
本
人

の
品
川
総
す
る
ね
郎
拙
間
約
が
、
い
く

ら
に
な
る
か
と
い
う
こ
と
は
、

総
人
す
る
議
に
と
っ
て
‘
関
心

の
マ
ト
ゼ
あ
争
ま
す
。
制
知
金
は

約
十
一
一
wmを
出
桝
が
品
川
相
関
す
る
こ

と
に
な
れ
ソ
ま
し
た
の
だ
、
本
人

余
相
秘
分
以
月
相
側
L
U
資
五
十
回
付

と
な
れ
ソ
ま
し
た
。

そ
め
た
め
附
関
誌
年
金
的
議
金

入
後
川
口
と
あ
わ
せ
て
、
主
人
的

場
合
に
ゆ
林
、
千
五
一
宮
五
十
内
と

な
事
ま
す
。
ま
た
緩
め
附
閤
民
年

幾
分
同
日
百
五
十
伐
と
あ
わ
せ
る

と
、
「
心
火
削
附
月
二
千
門
的
叫
掛
金

で
、
農
薬
品
骨
の
潔
輯
慌
の
生
活
安

定
を
」
と
い
う
わ
け
で
あ
り
ま

す。
験
禁
給
付
金
と
は

脱
税
櫛
常
者
年
金
紋
織
で
位
、
さ

ら
に
む
こ
う
十
年
間
伎
の
問
問
、

緩
銀
総
付
金
の
支
給
も
お
と
な

う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
棋
悌

血
賦
給
付
金
は
、
農
地
な
ど
の
念

部
会
話
畿
地
分
・
十
ア
ー
ル
z:

は
除
く
)
索
、
酬
は
祭
若
年
余
談

会
、
あ
る
い
は
と
れ
ら
に
機
ず

る
も
の
(
筏
幾
縫
険
会
の
あ
っ

せ
ん
な
ど
〉
に
、
設
織
と
し
て

完
波
し
て
、
陵
地
属
す
る
と
い
う

こ
と
が
支
給
の
袋
持
と
な
っ
て

い
ま
ナ
。

そ
し
て
雄
代
以
的
知
ハ
叫
ん
取
に
は
、

つ
智
の
一
一
通
り
が
あ
り
ま
す
。

。
一
一
一
十
況
判
M
m
H受
給
資
務

者

ie-w紙
袋
端
関
税
は
、
双
十
ア

ー
ル
以
上
で
ゐ
る
が
、
年
金
が

}
九
十
五
才
以
上
で
あ
っ
た
た
め

に
、
品
料
品
景
品
引
年
金
M
L
加
入
で
き

な
か
っ
た
絞
瀞
問
主
の
磁
祭
。

@
十
況
万
悶
什
受
給
資
総
本
明

:
・
:
玄
十
双
才
以
下
で
も
，
経

営
ヤ
側
約
げ
か
一
品
十
7
i
ル
来
絞
め

村
腕
利
同
市
中
や
、
五
十
叩
点
字
以
下
で

農
薬
品
引
年
余
に
日
間
滋
和
加
入
し

て
た
い
い
ど
な
ど
の
緋
陥
没
“

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
は

円

μ

産
振
替
制
定
を

中
市
民
mw
労
様
の
佼
制
刊
な
は
か

る
た
め
市
で
は
水
滋
衿
念
、
下

水
道
加
問
削
m削
什
は
政
金
口
俊
か
ら

潟
叫
則
的
問
に
納
付
の
で
き
る
ロ
府
間

滋
替
制
援
が
あ
9
ま
す
の
明
、
、

臼
鐙
総
絡
に
よ
る
約
μ
n
h
伎
と
初

m
mく
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
手
を
わ
ず
ら
わ
せ

子
、
銀
行
げ
か
皆
絞
め
預
金
.
B
緩

か
ら
振
格
的
制
人
殺
行
な
い
ま
す

の
で
、
口
座
絵
税
制
榔
棋
の
ど
利

削
川
を
お
緩
い
い
た
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
事
務
む
た
澱
化
と
後

A
泌
総
俊
改
努
の
た
め
仙
階
方
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、

4
T
的
問
き
甘
い
必
羨
な
も

の
は
汲
品
説
明
閣
総
、
治
鐙
を
ご
持

参
〈
紀
話
い
。

協棋
hv
扱
い
市
的
伝

4
T
禁
制
限
行
災
孫
子
支
持

千
和
強
制
相
互
銀
行
制
問
品
品
交
官
時

組
紺
戸
会
岡
mA開
銀
特
科
滋
子
中
文
総

出品倒

mMm金
庫
品
科
修
ず
党
一
応

災
対
伸
子
市
務
係
予
機
関
祭
筋
肉

如
脱
会

我
孫
子
市
湖
北
経
終
的
問
湾
総

A
H
 

品
川
押
し
く
は
滋
ワ
扱
い
約
ま
た

は
、
氷
山
詩
的
甘
滋
事
務
所
へ
お
仰

い
ん
け
わ
せ
く
だ
さ
い
。

強
行
区
域
の
関
車
縦
覧

布
佐
駅
前
豆
一
糊
整
理

中
市
で
は
、
土
治
wnμ
内
政
護
法
久
、
九

O
一
i
一
か
ら
ニ
，
九

の
同
既
定
に
議
づ
き
、
布
枚
印
刷
品
開
。
ム

i
ムハ

E

ヱ
砧
期
限
川
附
約
政
制
刊
紙
'
竹
内
問
料
称
V

一
一
、
一
一
九
ひ
凶
i
一
か
ら
二
、

の
的
施
行
区
域
に
づ
い
て
線
前
品
し
ぶ
り
山
ハ
i
附問

て

お

れ

ツ

ま

す

。

↓

勺

九

O
八
i
ご
か
ら
ニ
、
九

ζ
れ
に
つ
い
て
緩
行

K
域
内
叫
…
…
一
一

の
融
制
地
権
の
や
の
を
受
付
け
し
ご
、
九
二
信
l
ご、

l
際、

l

て
お
ち
ま

1
6
で
、
期
級
品
問
に
豆
、

l
九
、
!
一
。

学
総
き
な
さ
れ
る
よ
う
お
知
ら
ご
‘
九
二
人

1
、
一
か
ら
一
一
、

吐

い

た

し

ま

す

。

丸

一

一

…

。
一
…
、
九
一
一
…
四
日
!
一
一

i
二
、
丸
一
一
一

玄
i
図

二
、
丸
一
一
一
六

i
一
か
ら
二
、
九

六

0
1
一

我
孫
子
潟
大
学
布
伎
学
蹴
税
数

機
工
区
抽
暗

殺
係
子
市
大
字
率
依
市
十
拙
桝
悩

ス
、
八
六

m
l
一
か
ら
一
一
、

o

oi五

制
潮二
、
八
一
一
一
説

1
}
か
ら
ニ
、
八

図。
二
、
八
冊
同
二

i
一、

i
コ一

二
、
八
間
間
近
か
ら
一
一
、
八
孫
八

一
…
、
八
五
九
:
ニ
か
ら
ニ
、
八

六百一殺
級
品
a
世
市
大
ウ
ナ
官
暗
殺
山
子
ド
耐
吋

刊
日
、
九
六
一
ニ
i
一
、
一
一
、
九
六

限
、
二
、
九
六
五
ー
コ
ー
一
一

二
、
丸
山
ハ
六

i
一
、
一
一
、
九
六

七
l

一
車
修
制
蛸
臨
桝

総
一
行
縦
波
出
口
に
来
世
盟
判
記
の
畿

地
絡
を
脊
す
る
方
泳
、
附
m秘
密

十
六
年
一
万
八
れ
ま
で
に
放
四
郁

子
市
川
町
に
対
L
、
倍
泌
総
の

E

市の人口

i奴お14e1plU130針務復

:!TJ 24.635人前JlJ主182人語長

女 25，066人"1君4Q 

llr 3弘471人グ 366" 

1lt務数l3.247経常4'110詮議総

1 1 Jlの人口務先議

5等女計

U¥ 11， 59人 53人 112人
和;入 242人 250人 492人

死亡 12人 ?人 1哲人

制 I107人ことj

的
主
な
っ
て
い
る
い
昨
お
殺
と
述

明
利
し
て
、
肉
付
山
殺
を
小
北
口
し
て
い

た
だ
く
こ
と
げ
い
な
ち
ま
す
。

縦
覧
槻
明
記
間
市
役

vww抗
感
銭
則
明

朝
時
で
施
行
奴
同
織
の
凶
一
総
な
お
H
M

せ
い
た
し
ま
す
。

議
委
選
挙
人
名
簿

-e詐
成

銀
年
一
月
刊
日
災
糟
惜
十
慌
で
臨
時
油
漏

委
員
会
後
ぬ
刊
の
選
挙
人
名
制
開
設

校
時
た
め
の
出
T
繍
滑
閣
を
明
町
出
し

て
い
た
だ
く
ζ
ι
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

ζ
の
名
簿
絞
波
紋
際
業
委
員

の
畑
地
敬
の
た
め
に
使
わ
れ
る
た

め
の
輪
島
裂
な
も
め
で
す
。
名
簿

の
裁
判
明
昨
日
協
は
的
和
二
十
六
年

内
月
…
災
以
前
に
生
ま
れ
本
滑

に
住
所
を
令
官
す
る
方
で
、
十
ア

ー
ル
以
上
の
地
問
地
に
つ
き
紛
合

的
慾
駒
拐
を
営
む
も
の
、
ま
た
は

暮
ら
し
の
で
滋
数
蜜

描

m
中
小
企
業
会
館
で

ゅ

γ
業
以
消
酬
明
中
川
副
梢
セ

Y
タ
ー

で
は
、
淡
撒
河
端
剰
の
み
な
さ
ん
に

捕
例
鵡
丹
生
活
に
期
間
サ
る
州
知
数
を
身

に
つ
け
て
い
た
だ
く
た
め
、

「
世
帯
し
し
め
一
宗
教
緩
い
を
開
閥

緩
い
た
し
ま
サ
。

A

曹
関
川
郁
窮
瞬
時
お
よ
び
テ
ー
マ

日
月
十
鈎
努
炎
め
添
加
物

に
つ
い
て

一
月
二
十
二
日
券
ら
し
の

絞
齢
別
に
つ
い
て

ゴ
ヨ
一
十
九
日
食
品
の
袋

一
部
に
つ
い
て

な
お
、
待
問
は
い
ず
れ
も
午

後
}
向
か
ら
送
時
ま
で
で
す
、

一
月
八
日
・
宏
明
、
に
市
a

設

な

そ
の
岡
県
倒
の
殺
後
若
し
く
は
そ

の
日
臨
終
翁
で
年
持
お
お
な
ね
六

十
日
以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

中
州
耐
用
紙
は
農
家
総
合
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